
去
る
８
月
１３
日

（土
）
に
、
東
京
支
部
総
会

。

記
念
講
演
会

・
懇
親
会
が
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ

「
鳳
凰
の
間
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
お
盆

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

１９０
名
余
り
の
同
窓
生
が
出
席

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
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東
京
支
部
総
会
は
、
杉
井
孝
東
京
支
部
長
、
小

林
佳
男
豊
橋
本
部
会
長
の
ご
挨
拶
の
後
、
雑
賀
哲

治
事
務
局
長
か
ら
、
平
成
２７
年
度
の
事
業
報
告
と

会
計
報
告
、
平
成
２８
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算

案
、
役
員
人
事
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
年
は
、
永
年
に
わ
た
り
東
京
支
部
の

活
動
に
協
力
尽
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
、
感
謝
状

を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。
（１２
頁
に
詳
し
く
掲
載
）

つ
づ
く
記
念
講
演
会
は
、
弥
田
俊
男
氏

（時
４４
）

が

「
建
築
の
設
計
に
つ
い
て

―
番
日
大
社
国
宝

殿
を
は
じ
め
と
し
て
―
」
の
演
題
で
お
話
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
（講
演
概
要
は
、
４
、
５
頁
に
掲
載
）

懇
親
会
は
、
時
習
館
高
校
の
川
村
昌
宏
校
長
か

ら
母
校
の
近
況
を
お
話
し
し
て
い
た
だ
い
た
後
、

神
野
信
郎
様

（豊
５０
）
の
乾
杯
の
ご
発
声
で
始
ま

り
ま
し
た
。
食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
の
歓
談
の
後
、
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